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V・ デ ル ・ リ ッ ト編 『ス タ ン ダ ー ル 総 合 書 誌 』

高 木 信 宏

21世 紀の幕開けまで残す ところ僅かとな つたが,ス タンダール研究 におい

ても実 りゆたかなこの百年を締め くくるのにふさわ しい企画が相次いで具体化

している。1997年 にシャンピオン書店から作家の総合書簡集の刊行が開始さ

れたのにつづき,昨 年末には長 らく待望されていた 『スタンダール総合書誌』

の第1巻 目がついにイタリアのCIRVIよ り出版された1)。いずれも編纂の責

任者 としてグルノーブル大学名誉教授 ヴィクトル ・デル ・リットの名を冠する

仕事だが,ス タンダリアンならば誰 しもがこれ らを手にして深い感慨を覚えず

にはいられまい。 ここであらためて述べるのも揮れるほどだが,ア ンリ・マル

チノ亡 き後,大 学教育の場のみならず,季 刊誌 『スタンダール ・クラブ』の主

宰 としてこれまでに多 くの後進を育成 し,ス タンダール研究の礎を築きあげた

同氏の功績の大 きさは計 り知れない。主著 『スタンダールの知的生活』(1959

年)を はじめとする精緻な研究論文を公にする一方で,貴 重な未刊書簡や資料

の数々を世に送 りだ し,つ ねに斯界を先導 している。ともすると見過 ごされが

ちだが,今 日のいかなる作品解釈の試みであろうとも,比 類なき厳密さで知 ら

れる氏の校訂の恩恵 に浴 しているのだ。彼が1967年 から1974年 にかけてジュ

ネーヴのグラン・シェーヌ書店主エルネス ト・アブラバネルと共同で監修 した

ビブリオフィル版 は,シ ャンピオン版の復刻分にくわえ新規資料や綿密な注解

などを付 したテクストからなる校訂版全集で,ま さに実証研究の精華 といえよ

う。80年 代 に入 つて もなお止 まることを知 らぬその精力的な歩み は,ガ リ

マール社のプレイアッド叢書か ら出された4巻 の校訂作業にも大きな足跡を残

している。 このたびの書簡集と書誌の仕事によつて多年にわたる一連の偉業が

成就されるのを目にし,ス タンダール研究の未来を準備する碩学の壮大なス

ケールに皆一一様 に圧倒 されたのではあるまいか。

本書の特徴を把握す るためにも,こ れまでの主な書誌をふ りかえ つておこ
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う。 まずは1903年 にア ドルフ・ポープが発表 した 『スタンダール作品史』 で

ある2)。各作品の年代順の書誌情報に,そ の成立事情や作品に対する批評言説

の抜粋などが添えられているが,残 念ながらそこに見 られる多 くの解釈がすで

に時代遅れであ るのは否あない。デル ・リットが序文で述べているように,

『スタンダール総合書誌』においては編纂者のコメントが関連書評の レフェラ

ンスなど最小限度の情報に抑えられているのも,ポ ープ書誌の前例があるから

である。また研究業績への数行での評価はえてして月並みであつたり,偏 つた

見解に陥 ったりするが,こ うした危険性を避けるためでもあるのだ。1914年

のアンリ・コルディエの 『スタンダール書誌』では,収 録文献に通 し番号が付

され,題 名と著者名による索引 もあつて検索の利便性は向上 している3)。編纂

者の作家観が反映されない中立的な立場から基礎的情報の収録が計 られてはい

るが,し か しデル ・リット総合書誌 と比べるならば,集 められたデータの差は

歴然としている。単純計算 しても3倍 近い収録点数の開きがあるのだ。 もちろ

んポープの書誌とて例外ではない。いずれも今度の総合書誌の登場で本来の役

割を終えたといえようが,ス タンダール研究史の領域においては資料的な価値

がなくなったわけではない。 今世紀初頭の伝説的な 〈スタンダール ・クラブ〉

に縁 りの深いポール ・レオ トーやポール ・ブールジェといつた文人たちが,ど

のような版にアクセス可能だつたのかが分かるのも,同 グループの古文書学者

を自認するポープのおかげである。皮肉なことに書誌情報の欠落です ら,か

えつて当時の文献状況を推定する手がかりとなつてしまうのだ。

つづいてグルノーブル市立図書館主任司書 ルイ ・ロワイエによる 『スタン

ダール書誌』(1928-38年)を とりあげよう4)。同書誌の手柄 は時代の変化にい

ち早 く対応 した点にある。それは収録情報の国際化 と隔年 ごとの継続刊行 とい

う企画に端的に表れていよう。第1次 大戦を境にスタンダールを取 り巻 く出版

状況は著 しく変化 した。1930年 にはすでに読者層の大衆化がはじまつており,

しか もその波は国際的な広が りを見せていた。 ロワイエはスタンダール関連の

出版が増加の一途をたどることを見越 していたのである。その意味では,お そ

らく同書に総合書誌の萌芽を見ることも可能であろう。だが,そ の編纂方針の

原型 といえるのは,や はり1955年 にデル ・リットがグルノーブルのアル トー

書店か ら刊行 した 『スタンダール書誌(1947-52年)』 ではあるまいか5)。1938

年9月 に他界 したロワイエの遺志を引き継いだ若 きデル ・リットは,自 身の3
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作目にあたる同書で先行書誌に対する批判的な検討を一挙に進めた。飛躍的に

変わったのは,ま ずデータの選別 ・取捨をおこなわずに収録の網羅性がいつそ

う追求された点であろう。発表媒体の学術性の有無にとらわれることなく収録

対象が広げ られてお り,こ れに附随 して分類項 も先行書誌 とは一新 されてい

る。アル トー版以後,デ ル ・リットは書誌発表の場 を自身が監修す るスタン

ダール叢書,つ いで 『スタンダール ・クラブ』誌上へと移 していくが,基 本的

な編纂 の方針 は若干の手直 しを経 なが らも現在に至 るまで踏襲 されたので

ある。

したがつて 『スタンダール総合書誌』に結実 したデル ・リットの編纂の理念

としては,作 家にかんするあらゆる種類のデータを網羅 し遺漏なく収録すると

いう原則が第一に挙げ られよう6)。かかる完壁を期す氏が過去の書誌情報の単

なる総合に満足するはずがな く,自 らが書誌作成に携わる以前の情報はもちろ

んのこと,こ れまで積みあげてきた自身の成果に対 しても妥協せずに再調査 ・

再検証を行 つている。 現在までのところ,1814年 から1925年 までを対象にす

る第1巻 につづき,1950年 までの情報を記載 した第2巻 が公刊されているが,

すでに書誌データは6339件 を数える。 とりわけ目を引 くのが1938年 以前の書

誌に漏れていた多くの新規情報である。たとえば,ス タンダールがイギ リスの

雑誌等に発表 した記事や書評がすべて収録されていて,発 表年 ごとに整理 され

ている。同じくポープ,コ ルディエ,ロ ワイエの各書誌にはなかつた,初 版本

や書簡などの競売記録が1860年 に遡 つて掲載されたの も喜ば しい。 しかも競

売カタログの記載事項がそのまま再録されており,な かにはかなり詳 しい状態

まで分かる物件 もある。各国語翻訳の項 もかつてない充実ぶりで,頁 を追いな

がら第2次 大戦以前のスタンダール作品の国際化の軌跡をたどることが可能に

なった。 フランス以外の単行研究書や研究論文などの状況 も同様で,む ろんこ

れには編纂協力者として名を列ねる16力 国の研究者たちの貢献が大 きい。ち

なみにわが国からは南山大学の栗須公正氏が加わつている。 このほかにも目新

しい項 目として,博 士論文,漫 画,映 画や,作 家の墓や彫像に関連する記事,

各種セレモニー,ラ ジオ番組,著 明研究者の死亡記事などが挙げられるが,こ

うした種 目はアル トー版以降の書誌ですでに示されているように,時 代の推移

にしたがつてさらに増やされていくことになる。

つぎに多岐にわたる収録データが年代順にどのように分類 ・整理 されている
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のかを具体的に見ておこう。基本的な構成はデル ・リット自身の先行書誌 に

倣 つており,書 評などの関連情報を除き,通 し番号が付されている。まずスタ

ンダールの著作 にかんする分類は 「作品」「翻訳」 「未刊資料」「競売」の4項

目からなる。各版本についての記述は,タ イ トル,副 題,出 版地,刊 行母体,

出版年,頁 数 といつた基礎的な情報に限 られていて,印 刷用紙,組 版,印 刷部

数など物理的な詳細 についての記載はない。ただし本書では書評のレフェラン

スが網羅 されており,海 賊版についての表記 もある。 しかも情報の羅列に終止

するのではなく,各 国語翻訳の情報はさらに国別に整理され,競 売記録の項で

も書簡,草 稿などの自筆文書,初 版本,蔵 書といつた下位区分が用いられるな

ど利用者への配慮が窺える。

研究 ・批評文献 リストの方は,「 単行研究書」 と 「研究論文 ・エッセー ・研

究 ノー ト」 との2項 目に大きく分けられ 必要に応 じて 「翻案」や 「演劇」な

ど周辺情報の項 目が増補されている。 こちらではフランス内外の区別 はな く,

著者名によるアルファベ ット順の配列を採用 している。記載事項が基本的な記

述を中心 としている点では変わ りないが,関 連書評のほかに論述対象などにつ

いての慎重なコメントが附随する。ところで各巻末に索引はなく目次のみが置

かれているが,予 定では最終巻が総索引にあてられることになつている。おそ

らくスタンダール叢書版の書誌と同様に,そ の構成は著者名 ・書名 ・定期刊行

物 ・主題などの複数項 目か らなるはずで,い ずれ検索の利便性がいつそう高ま

るものと思われる。

このたびのデル ・リットの功績は,現 在望みうる最高の網羅性を備えた総合

書誌を完成 しただけではない。彼は本書によつて21世 紀における書誌づくり

の指針を同時に提起 したのである。たとえば,そ の後継者にとつて編纂協力者

の国際的な組織化 は不可欠な前提となつた。収録の対象 としても既存の各種記

録 メディアに収められた映画作品等はいうまで もなく,今 後はCD-ROMや

DVD-ROMな どの電子テクス ト,そ して各国の研究会 ・個人研究者によるイ

ンターネット上のホームページなどの情報にも幅広 く目配 りをすることになろ

う。 しかも情報収録 と検索のいつそうの効率化を実現するたあには,と うぜん

ネット上での公開も視野に入れてデータベースが構築される必要がある。情報

の終わりなき更新が書誌の宿命といえるならば,こ れこそ理想的な発表媒体な

のではあるまいか。 しか しなが ら,わ れわれが本書 に学ばねばならないのは,



151

なによりも斯界の泰斗が身をもつて示 した,情 報収集にかける徹底 した執念と

目先の功をあせ らぬ長期的な展望 にほかなるまい。『スタンダール総合書誌』

は,世 界中のあらゆるスタンダ リアンに必携の書であり,ま さに今世紀の悼尾

を飾 る金字塔なのだ。
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価 を付 す シラキ ュース版 が危 険性 を孕むの は否 めな いが,物 理的 な障碍 に くわえ膨

大 な量 の文献 に立 ち向かわねばな らぬ新人 の育成 という観点か らは,こ ういつた試

み も積極 的に評価 されて しか るべ きであ ろう。


